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青森県岩木川下流域におけるオオセッカの繁殖期の個体数
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はじめに

オオセッカ／診()〔,"s"伽ｐﾉ:),Fﾉは,''1|噸|東北部,ロシアのウスリー地方およびI皇１本に分布する

ウグイス科センニュウ脇の鳥で,大陸簾IHI砿オナガオオセッカし.〃.ｓ/iﾉﾌ゙ G"鋸と'1本産亜種オ

オセッカＬ､〃.〃ﾉ:しwゾの２亜種がある(茂凹1991,ＭＯＩ､ioka＆Shigelal993，’1本烏学会

2000)．本種の日本ＩＨＩ内での生息数は1,000羽程度とされており(金井･植田199‘l)，環境省の

レッドデータﾘｽﾄで絶滅危倶lB類に挙げられている．

脈l内での主要な繁殖地は，肖森県瑞水川下流域，青森県仏沼周辺,利根川ド流域とされて

いる(永田1997)．また越冬地は,関東から瀬戸内海沿岸の太平洋側とされているが(永田

1997)，ある場所で繁殖したオオセッカがどこを越冬地にしているかということはよくわかってい

ない(山階鳥類研究所1996,1998)．

llf森県におけるオオセッカの初記録は，1972年に岩木川河||から17kｍ南の平滝沼南部で

さえずる５羽の発見と繁殖の確認であった(大八木1973)．その後，田光沼を含め平滝沼,ベ

ンセ沼など扉風山地域と岩木川下流域を加えた背森県津軽地方のさえずり個体数は1974年

に2‘16羽，1981年76羽，1982年112羽，1981年124羽，1985年151羽，1989年82羽と変動し(小

'111990)，1992年には116羽が記録されている(村田1993)．また,1975年に環境庁の委託で

'1本野鳥の会が実施した調査では,場木川河川敷,十三湖，ＩⅡ光沼,ベンセ沼，平滝沼,廻

堰大溜池など津軽地方のオオセッカ生息数を,さえずり個体数を２倍して500～600羽とし，当

時の国内最大の繁殖地としている(||本野鳥の会1976)．

この他，’１本海側では秋'11県の八郎潟~｢拓地が本種の繁殖地として知られており，1977年

には122羽が記録されていたが，1992年には６羽と減少し(耐''’1993)，1998年にI記録された

のは１羽となっている(山階鳥類研究所1998)．

2003年１月２０日受雌
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筆者らは,国内のオオセッカの繁殖個体数を把握するために行なったＨ木野,鳥の会のオオ

セッカ生息状況調査の一環として，Ⅱ木野鳥の会弘前支部の協力を得て岩木川~ド流域と扉

瓜山地域においてオオセッカの繁航期の個体数I淵査を行なったので報告する．

調査方法

洲査地は,青森県北津軽郡市浦村,Ｉ|:lLIﾘ''1.,西津軽郡車力村にまたがる岩木川の河II部

(41.1,Ｎ，110.23,E)と中IIL町の河１１右岸に接する水田地帯,および扉風山地城の西津I隆郡

木造町平滝沼,ヘンセ沼(.lOo52'Ｎ，1.10.18,E)，稲垣村田光沼(40.54'i、:，140.22'11)である

(図１）．

岩木川下流域では,さえずっているオオセッカの個体数を河川敷では2001年７月１５日の８

時から12時までのあいだにかぞえ,河11の中州では７月29日の７時から８時までのあいだに，

河口右岸に隣接する水田地帯では７月30日の７時から９時までのあいだにかぞえた.河川蚊

での調査範囲は,矯木川の河1-1から_!二流へ9.‘１km地点までのあいだとした.捌査範|〃lの両ﾊと

を約３km毎の計６区lIIiiに分け,それぞれの区iII1iを|｢il時に時速２km程度で堤防上を歩きなが

らI洲在した.調査範UWは,堤防から川の水1ｍまでの河川敷全体とした.河川蚊の'冊は,広いと

ころで約500ｍである．中州のI洲究では，ｉｉｉ州を見渡せる右岸の堤防上からかぞえた1iIiIII右

岸の水田地帯の調査では，自動龍で移動しながら水'11地帯に点在する休耕lIIやヨシ原がある

場所で停止し,その場所のオオセッカのさえずり数をかぞえた.扉風山地域の調秀は,平滝

沼､ベンセ沼，田光沼を７月１８１１の６時から10時までのあいだに行なった.いずれの沼でも岸
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炎１．岩木川下流域と脈風山地域でカウントされたオオセッカの個体数

Table１．NumberofjapaneseMarshWarblerscountedalomgthelowerlwakiRiverandamarshinthe
Byobusanarea．
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の堤防上および岸の道をゆっくり歩いて,湿地内でさえずっているオオセッカをかぞえた．

結果および考察

岩木川下流域と扉風山地域で合わせて151羽のさえずっているオオセッカの雄を記録した．

このうち岩木川下流域では142羽,扉風山地域では９羽であった．

岩木川下流域の内訳は,河川敷が最も多く123羽で,次いで河口の中州が１４羽,河口右岸

に隣接する水田地帯が５羽であった(表ｌ)．また扉風山地域では，田光沼で９羽を確認した

が,平滝沼とベンセ沼ではオオセッカを確認することができなかった(表ｌ)．

岩木川下流域は河川敷の幅が広いため,河川敷での調査には若干の見落としの可能性が

ある.一方,河口右岸に隣接する水田地帯は,広大ではあるが,休耕田は少なく,その休耕田

も作付け可能な状態に緋１膳されているところがほとんどだった.オオセッカの選好植生は,仏

沼ではヨシの高さが１ｍから2.5ｍまででスゲ類などの下草が被度50％以上あり,やや乾燥化

が進んでいる遷移途中にある不安定な湿地環境とされている(植田･金井1994,オオセッカ生

息環境調査グループ1995)．また,八郎潟干拓地では湿潤地帯から乾燥地帯への移行途中

のごく狭い微妙な環境とされている(西出1993)．この水田地帯にはこのようなオオセッカが好

む環境は少なく,かつそのような環境はすべて調査したので,個体の見落としは少ないと考え

られる.また田光沼，平滝沼,ベンセ沼についても，同様にオオセッカの生息しそうなすべての

環境を調査したので,見落としは少ないと思われる．

これらの結果から,オオセッカの性比がl:lとして生息個体数を推計すると,岩木川下流域で

合訓･Total
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は約300羽,扉風山地域では約20羽となり,津軽地方での合計は約320羽となる.同様に推計

すると,津軽地方のオオセッカ生息数は1975年が500～600羽(日本野鳥の会1976)，1980年

代から1990年代は150～300羽となるので(小山1990,村田1993)，1975年から比較すると半

数程度に減少しているが,1980年代以降の約20年間では年変動があるものの,ほぼ同数が生

息していたことになる.これを地域別で比較すると,岩木川下流域の生息数は1980年代から

1990年代には120～250羽だったので,今回の300羽はやや増加していることを示しており,扉

風山地域では同年代の個体数が28～74羽だったので,今回の20羽はやや減少していること

になる.扉風山地域においては,田光沼ではここ20年間１０羽前後の安定した個体数が記録さ

れている(村田1993)．一方,平滝沼,ベンセ沼では1980年代には１０羽前後が安定して記録

されていたが最近１０年間に減少し(村田1993)，今回の調査では記録できていない(表ｌ)．

扉風山地域におけるオオセッカの個体数減少の原因は明らかではないが,この地域では畑

地や道路の造成などがあり,湿地の乾燥化が進行してヨシ原の縮小が見られる(小山･菊池

1993)．オオセッカの選好する植生は限られており,八郎潟干拓地における個体数の大I隔な減

少は湿地帯の乾燥による植生の変化だとされている(西出1993)．したがって,この湿地の乾

燥化とヨシ原の縮小が扉風山地域における個体数の減少の原因と考えられる．

今回の調査では,岩木川下流域で若干の個体数増加が認められたが,河川敷の乾燥化な

どにより植生が変化すれば八郎潟干拓地のように個体数が大きく減少するおそれがある.岩

木川下流域の個体数を維持していくためには,河川敷の植生を維持･管理していくことが重要

と考えられる.また岩木川下流域で繁殖した個体がどこで越冬しているのかを把握し,越冬地

の環境を保全していくことも必要と考えられる．
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AtrendinthebreedingpopulationoftheJapaneseMarshWarbler

alongthelowerlwakiRiver

YutakaKobayashi1＆NobuyukiOyama2

１．WildBirdSocietyofjapan，l-47-ll-latsudaiSibuya-kuTokyol51-0061,japan

2.l-IirosakiChapter,WildBirdSocietyorJapan,３３Tokuda-machiHirosaki-shiAomoriO36-8032,japan

WecountedthenumberofJapaneseMarshWarblersLocusteﾉﾘｈ“'ａノゾａｌｏｎｇｔｈｅｌｏｗｅｒ

ｌｗａｋｉＲｉｖｅｒａｎｄａｔａｍarshintheByobusanarea，Aomoriprellecture，inJuly200LWe

recordedl51singingmalesontheterritory，ｌ４２ａｔｔｈｅｌｏｗｅｒｌｗａｋｉＲｉｖｅｒａｎｄ９ｉｎｔhe

Byobusanarea，Ifthesexratioisunity,thissuggestsｔｈａｔｃａ、３００breedingindividualsorthe

japaneseMarshWarbleroccuralongthelowerlwakiRiverandca､２０individualsatamarsh

intheByobusanarea・Thetotalpopulationdecreased6om500-600tol50-300ii､ｏｍｌ９７５

ｔｏｔｈｅｌ９８０ｓ，andwasalmoststablelromthel980sｔｏ２００１ｉｎｔｈｉｓａｒｅａ、However，Ii･oｍｔhe

l980s-l990sto2001，therewasanincreaseImml20-250to300onthelowerlwakiRiver，

andadecreaseliPom28-74to20，intheByobusanarea・Thedecreaseinareaofreedbedsin

theByobusanareamayhavecausedthedeclineoftheJapaneseMarshWarblers．

ﾉYaJ'１１′ひ、I:Ａ”αガハ”〃/fW巴ﾉ;.ﾉhpa"age/l砲勧''1'勿fうほLocustellapryeri,pqp唯"b〃Z""．


